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1　創立30周年を迎えて

　私達の国立遺伝学研究所も、本年（昭和54年）6月1日をもって創立30

周年を迎えることになった。

　顧みて30年。戦後の困難な時期に創設されて以来、その道は勿論平坦で

あった筈はなく、研究所周辺に茂る樹木に、また建ち並ぶ建物に、あるい

は研究用の機器にまで、その時その時に精魂を傾けた、諸先輩の喜びや悲

しみが刻み込まれている様に思えてならない。そして今、研究所のすぐれ

た業績は、国の内外を問わず益々研究所の声価を高めている。

　田島所長は、かねて抱かれていた本研究所の創立30周年記念行事の実施

を提起され、大賛成のうちにその実施は決まった。昭和54年1月のことで

ある。直ちに行事実行委員会を設置、検討の結果、記念行事として、

　　1．　創立30周年記念式典・祝賀会

　　2．創立30周年記念講演会

　　3．　記念誌「創設の頃の思い出」の刊行

　　4．　記念植樹

　以上を実施することが決められた。

　記念式典は、当初6月1日を予定していたが、たまたま、国立教育研究

所が同日に同じく30周年記念式典を行う予定で既に招待状等も印刷済みと

のことなので、本研究所では6月5日挙行することとなった。

　まず、記念講演会である。6月4日午後3時から5時まで本研究所の講

堂で開催され、講師ならびに演題は次のとおりであった。

　　　「環境中の変異原ならびにがん原物質」

　　　　国立がんセンター研究所長　杉村隆博士

　　　「Hydrid　dysgenesis　and　other　strange　genetic　phenomena」

　　　（雑種退化および他の奇妙な遺伝現象）

　　　　ウィスコンシン大学教授James　F．　Crow博士
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　研究所内外から多数の聴講者があり、極めて盛会であった。なお、当日

所員一同正面玄関前において講師を囲み記念撮影を行ったが、所員のほと

んど全員が参集しての記念撮影は、文字どおり良き記念となることと思う。

　翌6月5日、晴天に恵まれ初夏の風かおる中、午前11時から講堂におい

て記念式典を挙行した。

　式典には、文部省はじめ関係官庁・大学・学界ならびに地元関係者等約

130名の来賓がお見えになった。田島所長からの式辞で、創立当時の3研

究部門から現在の10研究部門、1研究施設を擁するまでに成長したことに

ついて関係各位に対する謝辞、また所員一同今後益々研鑛を重ね、当所設

立の目的に副うよう一層勉励努力してほしいとの所感が述べられた。これ

に次いで、文部大臣（井内文部事務次官代読）、伏見日本学術会議会長、

藤井評議員会会長、茅日本学士院会員ならびに坪川緯度観測所長から、設

立当時の苦労話や厚情あふれる激励称讃の祝辞があった。このあと、各方

面からの祝電の披露が行われて式を終った。

　引きつづき同講堂において祝賀会を催し、田島所長のあいさつに次いで、

森脇前所長の乾盃で始った。終始なごやかな雰囲気の中で祝盃がかたむけ

られ、思い出話に花がさいた。井上日本人類遺伝学会会長、大島日本遺伝

学会会長、奥田三島市長、長谷川前市長ならびに岡野先生からテーブルス

ピーチがあり、宮山先生の声高々の万歳三唱をもって祝賀会を終った。

　なお、このあと希望される方々に見学係の案内で特別資料展示室や所内

見学を行った。

　見学が終り来賓がお帰りになられたあと、祝賀会に参加できなかった所

員一同であらためて祝賀の会をもった。

　ここに、予定した一応の行事を滞りなく終えることができ、所長以下所

員一同肩の荷を下ろすと同時に無事、盛会裡に記念式を終了したことを心

から喜びあった。

　記念誌については、突然の御依頼にもかかわらず、ほとんどの方がお忙

しいところを早々に原稿をお寄せくださり’、その御厚意と、また行事実行

委員の人達の努力で短期間にもかかわらず“創設の頃の思い出”として180
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頁にもわたる冊子を記念式当日配布することができ、まことに喜ばしいこ

とであった。

　これで、記念行事は記念植樹を残すのみとなった。

　一つの機関が一つの行事を行おうとするとき、人手、経費、関係方面と

の連絡調整その他等々………細かく云えば天気の心配まで、要求されるエ

ネルギーは相当なものである。「天の時、地の利、人の和」と言うことも

あるが、特に「人の和」の重さをしみじみと感じさせられる。エネルギッ

シュな田島所長の陣頭指揮の下に遺伝研を心から愛してやまない所員一同

の、骨身を惜しまぬ姿には誠に胸を打たれるものがあった。

　ここに創立30周年記念行事を、一応、締めくくる意味で、所長式辞、来

賓祝辞そして経過情況等を整理して記録することとした次第である。後日

の参考とでもなれば幸である。
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ll　式 辞

国立遺伝学研究所長田島弥太郎

　国立遺伝学研究所は、本年6月1日をもって創立30周年を迎えました。

本日、ここに朝野の貴顕をお迎えして記念式典を挙げることができました

ことは、所員一向と共に私の慶びとするところであります。

　創立当時僅か3研究部門として発足した当所も今では10研究部門、1研

究施設を擁する御覧の通りの研究所に成長することができました。この間、

直接管理の立場にある文部省はもちろん関係各省庁、静岡県、三島市、地

元の皆様方から一方ならぬ御支援をいただきましたことは感謝にたえない

処であります。この機会に厚く御礼申し上げます。

　さて、当研究所30年の歴史をふり返って見ますと、さまざまなことがあ

りました。当所が戦後の混乱の中から、文化国家建設の一翼を担って設立

されたのは昭和24年でありますが、それに先だって遺伝学の振興が基礎学

の面でも応用の面でも極めて重要であるとの認識に立って、日本遺伝学会

が国立遺伝学研究所設立の運動を起したのは昭和ユ5年のことでありました。

この運動は、その後戦争のために中断されましたが、平和の回復と共に先

輩諸先生方の熱意により精力的に再開されました。当時わが国は連合国の

占領下にあったため、設立のためには政府はもちろん総司令部の承認をと

りつけることが絶対条件でありました。ところが、この接渉が思うように

行かず、文部当局は大変な御苦労をされたと伺っております。このことに

ついては、当時の科学教育局長だった茅誠司先生が本日御臨席されておら

れますので、先生から直接お伺いすることができるかと存じます。

　当研究所の業績は今日では広く世界に認められるに至り、三島の名前は

世界の各地に知れわたっております。

　このことは、まず創設当初の3研究部長に当時のわが学界におけるトッ
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プレベルの碩学をすえ、これを遺伝学会の諸先生方が力を合わせて支持

されたことが大きな原因になっていると思います。即ち初代所長小熊桿先

生は自ら研究第2部長を兼ねられ、研究第1部長には九州大学名誉教授田

中義麿先生を、研究第3部長には京都大学名誉教授駒井卓先生を迎えられ

て研究陣の充実に最善をつくされたのであります。

　2代目所長木原均先生は、特に研究の国際交流に意を用いられ、つとめ

て海外の有名な学者を日本に招へいされたばかりか、国際遺伝学シンポジ

ウムや国際遺伝学会議をわが国で開催するなどして、戦争以来永い間鎖国

状態におかれたわが国の若い研究者達の目を、海外に開かせるために最大

の努力をささげられました。これにより優秀な人材が多数外国に留学する

こととなり、わが学界発展のための大きな転機となったのであります。

また、先生はロックフェラー財団等から多額の研究費を受けるための労を

惜しまれませんでした。これによって当所における「栽培稲の起原の研究」

「動物における放射線の遺伝的影響の研究」「人類遺伝学の研究」などが戦

後研究費の乏しい時代に大きく推進されたことは申すまでもありません。

　また、当研究所の国際的評価が高まった裏に、故フローラ・アリス・リ

リエンフェルド博士の功労があったことを忘れることはできません。博士

は、昭和4年来日されて91才で逝去されるまで、木原均先生のよき協力者

として研究一筋に生き抜かれたことは人のよく知るところでありますが、

当研究所に勤務されるようになってからの博士は、透徹した論理と該博な

語学の知識とをもって所員の書く外国語論文の校閲に献身的な努力をささ

げられました。このため、当所の研究者は自信を持って国際学術雑誌等に

論文を発表することができたわけであります。

　次に申し上げたいのは、故竹中要博士と故松村清二博士の功績でありま

す。

　竹中博士は、当所の前身とも言うべき財団法人遺伝学研究所理事から国

立遺伝学研究所創設に伴い副部長として迎えられましたが、小熊初代所長

を助けて施設や諸制度の整備に全力を傾注されました。今日見る所内の一

木一一草に至るまで博士の手にかからないものはなかったと言っても、おそ



らく過言ではないでしょう。いま、当研究所の正面前には見事な桜並木が

ありますが、これまた博士の手がけられたもので博士亡き後も桜博士の名

で市民から敬慕されて居ります。

　また、松村清二博士は2代所長木原均先生の愛弟子として、研究のかた

わら所長を助けて研究所の経営にあたられ、積極的発展策を推進すると共

に幾多の研究施設を残されました。沼津・三島地区に石油コンビナート進

出が計画されました時、博士は当時の市長長谷川泰三氏の要請を受けて、

調査委員長を引き受けられ松永英博士らと共に精力的に調査にあたられま

した。その結果まとめられた報告書は、市民運動バックアップのための科

学的根拠を提供して、三島市の緑と太陽が守られました。この功績は、永

く市民の間に語りつがれることでありましょう。

　第3代所長森脇大五郎先生は、古典遺伝学に根をおろした当所の研究陣

を近代遺伝学の流れの中でどのように性格づけて行かれるかに苦心され、

均衡原理を貫かれて遺伝研今日の姿を完成されました。

　さて、当所の使命は申すまでもなく遺伝に関する基本原理の解明および

その応用を通じて世界の文化に貢献することであります。

　幸いにして創立以来3代にわたる名所長の指導のもと、所員各位の研讃

により幾多の業績を挙げることができました。文化勲章の栄に輝く木村資

生博士の分子進化の研究は正にその代表と言えましょう。さらに木村博士

の業績を乗りこえて第二・第三の受賞者が輩出することを切望したいと思

います。

　今日、生命科学は驚異的な速さで発展を見ておりますが、その中心課題

は遺伝に関する問題であります。特に最近ではDNA組換え技術の発展

により、交配不能な種と種の間でさえも遺伝子を交換したり結合させたり

することが可能になって参りました。その結果全く新しい生物種さえ人口

的に作成することができるようになったわけであります。これは原子エネ

ルギーの解放、宇宙旅行につぐ近代科学の大きな進歩と申せましょう。反

面このような研究は、従来予想もされなかった危険をもたらすかも知れな

いという心配を生みました。その結果、研究の自由を制限する問題とか、
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研究に対する社会の容認の問題とかが新たに提起されることになったわけ

であります。もとより科学の研究は終局的には人類に幸福をもたらすもの

でなければならない筈であります。このことを肝に銘じつつ所員諸氏は研

究に取組んでいただきたいと思います。

　このほか、30年の経験から当所のあり方について検討すべき幾多の問題

が生まれて参りました。即ち創立以来の懸案であります国立大学共同利用

研究所への転換問題、生命科学の発展動向に応じた研究部門の再編成や研

究内容刷新の問題、各種研究施設の効率的利用の問題、研究要員の重点配

置や流動化の問題等を挙げることができます。どれをとりましても解決は

容易ではありませんが、要は如何にして当所設立の目的に副うための成果

を、最も効果的に挙げることができるかという観点から解決をはかるべき

ものと考えます。

　所員各位におかれては、現状の安きに甘んずることなく、今日よりも明

日の進歩に向って努力しながら、当研究所設立に寄せられた諸先輩の期待

に副いうるよう、一層勉励努力されることを希望してやみません。

　ここに所感の一端を述べて式辞といたします。
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皿　祝 辞

文部大臣内藤誉三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代読　次官　井内慶次郎）

　初夏の風薫る本日、国立遺伝学研究所創立30周年の記念式に当たり一言

お祝いの言葉を申し上げます。

　本研究所は、昭和24年6月我が国唯一の遺伝学に関する研究所として、

広く学界の期待に応えて創設されました。その後数多くの優れた研究成果

をあげ、その業績は国内はもとより国際的にも高く評価されてきたところ

であります。このことは、ひとえに初代所長小熊桿氏から木原均氏、森脇

大五郎氏を経て、現所長田島弥太郎氏に至る歴代所長を始め所員各位のた

ゆまざる努力と研鐵のたまものであるとともに、創設以来本研究所の発展

に御協力いただいた日本遺伝学会、日本人類遺伝学会、日本育種学会その

他関係学会並びに地元静岡県及び三島市その他関係各位のお力添えによる

ものと存じます。ここに、その業績をたたえるとともに、関係者各位に対

し深く謝意を表する次第であります。

　科学技術の発展が人類社会にもたらす恩恵は極めて大きなものがありま

すが、その発展の基盤をなすものは基礎的独創的な学術研究であります。

今日飛躍的な発展をみている生命科学の分野において、遺伝学の基礎的研

究をつかさどる本研究所の果たす役割も、いよいよ重要なものとなってき

ております。幸い本研究所は先人の優れた業績を継承し、更にこれを発展

させ常に新しい課題に取り組み学界及び社会の要請にこたえてこられたの

であります。

　また、昭和52年度から年次計画で遺伝実験生物保存研究施設の建設が進

められておりますが、この施設が完成した時には学術研究の進展に更に大

きな役割を果たすものと期待されます。文部省といたしましても本研究所

の要請に応じて一層その充実に努力する所存であります。
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